
令和元年度 再々評価調書 

１事業概要 
事業名 一般府道 豊能池田線（都市計画道路 止々呂美吉川線）道路改良事業 

担当部署 都市整備部交通道路室道路整備課建設グループ（連絡先 06－6944－9276） 

事業箇所 箕面市下止々呂美 

再々評価理由 再 3評価実施後 5年を経過した時点で継続中 

目的 

本路線は、豊能地域から国道 423号を経由し、池田市域を結ぶ主要幹線道路である。 

当該事業は、「箕面森町」へのアクセスとなる箕面森町区間、及び箕面とどろみ ICや箕

面有料道路（箕面グリーンロード）へのアクセスとなる国道 423号重複区間の 2区間の道

路改良事業であり、それぞれ、周辺道路とのアクセス向上を目的に新設道路整備及び現道

の拡幅整備を進めるものである。 

 

内容 

道路築造及び現道拡幅 

事業延長：L=1.3km 

道路幅員：W=14.0～25.0ｍ 

車道：2～4車線、自転車歩行者道：両側 

（内訳） 

【国道 423号重複区間】道路築造及び現道拡幅     【箕面森町区間】道路築造及び橋梁３橋 

延長：L=0.55km                        延長：L=0.75km 

幅員：W=25.0m                         幅員：W=14.0m 

車道：4車線［6.5m×2］、自転車歩行者道［両側 4.5m×2］  車道：2車線［3.0m×2］、自転車歩行者道［両側 3.0m×2］ 

事業費 

（ ）内の数値は 

前回評価時点のもの 

全体事業費：約 111.8億円 (約 92.4億円)［国：61.4億円、府：50.4億円］ 

(内訳) 
     

（億円） 

  
  

   全 体 
        

  国道 423号重複区間 箕面森町区間 

合  計 111.8 （92.4） 53.5 （42.4） 58.3 （50.0） 

 調査費 1.8 （  2.0） 1.3 （ 1.5） 0.5 （ 0.5） 

 用地費 13.9 （ 12.5） 3.5 （ 3.5） 10.4 （ 9.0） 

 工事費 96.1 ( 77.9） 48.7 （37.4） 47.4 （40.5） 
 

【工事費の内訳】 

［国道 423号重複区間］ 

・道路築造工：約 48.7億円 

 

 

［箕面森町区間］ 

・道路築造工：約 10.1億円 

・橋 梁 工：約 37.3億円（3橋） 

事業費の変更理由 

【事業費変動要因の状況】 

［国道 423号重複区間］ 

・中硬岩等が想定より多かったため

工法を変更 

          ＋11.3億円 

［箕面森町区間］ 

・物件補償の見直しによる変更 +1.4億円 

・軟岩と想定していたが、中硬岩であったことによ

る工法変更         +6.9億円 

維持管理費 約５１０万円／年 （大阪府実績値） 

 

２事業の必要性等に関する視点 

 
【計画・再評価時点】 

〔H10・H19・H24〕 

【再３評価時点】 

〔H26〕 

【再４評価時点】 

〔R1〕 

【変動要因の

分析】 

事業を巡る社会 

経済情勢等の変化 

○水と緑の健康都市 

（箕面森町） 

開発面積：313.5ha 

〔再評価時点：H19〕 

計画戸数：2,900戸 

計画人口：9,600人 

H 7 都市計画決定 

H10 一部造成工事着手 

H12 ｵｵﾀｶ調査委員会設置 

H15 都市計画の変更 

  事業計画の変更 

H16 造成工事等再開 

H19 (都)止々呂美東西線 

   供用、宅地分譲開始予定 

    (～H27) 

H21 第 2区域造成着手 

H24 年度中に第 3区域の事業

実施判断予定 

 

○新名神高速道路 

事業主体：西日本高速道路㈱ 

H7  大阪府域都市計画決定 

H11 施行命令 

H18 路線指定・事業許可 

H19 用地買収着手 

H22 都市計画変更 

H22 工事着手 

 

○箕面有料道路 

H 7都市計画決定 

H10有料道路事業許可 

H19.5 2車暫定供用 

交通量（平日 24時間） 

    H19.6：2,949台 

    H24.4：6,043台 

 

 

○箕面森町 

H26.1 第 3区域 

   実施決定 

H26.3 現戸数：583戸 

   現人口：1,934人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新名神高速道路 

H25.12時点 

用地取得率 97％ 

工事発注率 100％ 

 

 

 

 

 

○箕面有料道路 

社会実験継続中 

交通量（平日 24時間） 

   H25.4：6,325台 

 

 

 

 

 

○箕面森町 

H31.3 現戸数：1,311戸 

   現人口：4,293人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新名神高速道路 

H30.3 

高槻～神戸間供用 

 

 

 

 

 

 

○箕面有料道路 

社会実験継続中 

交通量（平日 24時間） 

   H30.4：9,761台 

 

 

 

〇止々呂美吉川線 

交通量（平日 12時間） 

約 2,600台 

 

造成の進捗・宅地

分譲による人口の

増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新名神高速道路の

供用による 

 

 

 

 

 

箕面森町の人口増

に伴う交通量の増 

 

 

 

 

 

 

地元等の 

協力体制等 
地権者や地元市町（箕面市・豊能町）から、早期整備の要望がある 

 

 

 



 
【計画・再評価時点】 

〔H10・H19・H24〕 

【再３評価時点】 

〔H26〕 

【再４評価時点】 

〔R1〕 

【変動要因の分

析】 

事業の投資効果 

＜費用便益分析＞ 

または 

＜代替指標＞ 

【効果項目】 

・走行短縮 

・走行経費減少 

・交通事故減少 

【分析結果】 

〔Ｈ１０〕 

・計画時点では費用便益

の分析手法が確立されて

おらず算出していない 

〔Ｈ１９再評価〕 

B/C＝2.8 

B=248.9億円 

C= 88.2億円 

〔Ｈ２４再々評価〕 

〔箕面森町及び R423 重複区

間の両方を整備した場合〕 

B/C=2.1※ 

 B=224.1億円 

 C=106.4億円 

〔R423 重複区間のみ整備し

た場合〕 

B/C＝1.4※ 

B=59.8億円 

C=43.0億円 

【算出方法】 

費用便益分析マニュアル

（国土交通省平成 15年 8

月）」により算出 

【受益者】 

道路利用者、地域住民 

【効果項目】 

・走行短縮 

・走行経費減少 

・交通事故減少 

【分析結果】 

〔箕面森町及び R423 重複区間

の両方を整備した場合〕 

B/C= 1.7 

 B= 143.4億円 

 C=  86.1億円 

※費用及び便益は、供用開始を

H32年度として算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算出方法】 

費用便益分析マニュアル

（国土交通省平成 20 年 11

月）」により算出 

【受益者】 

道路利用者、地域住民 

【効果項目】 

・走行短縮 

・走行経費減少 

・交通事故減少 

【分析結果】 

〔箕面森町及び R423 重複区間の両

方を整備した場合〕 

B/C= 1.5 

 B= 198.4億円 

 C= 131.8億円 

※費用及び便益は、供用開始をＨ30

年度として算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算出方法】 

費用便益分析マニュアル（国土

交通省平成 30年 2月）」により

算出 

【受益者】 

道路利用者、地域住民、民間事

業者 

 

工法変更に伴う事

業費の増加 

供用の前倒しによ

る便益の増加 

 

事業効果の 

定性的分析 

（安心・安全、活力、

快適性等の有効性） 

【効果項目】 

【安全・安心】・歩車分離による交通安全機能の向上 

      ・車両等の走行性の向上による安全確保 

【活      力】・地域間交流連携の強化 

          ・物流効率化の支援 

            ・新しい都市拠点ｱｸｾｽによる活力の向上 

【快  適  性】・十分な幅員が確保された自歩道による快適性の向上 

・車両等の走行性の向上による快適性の向上 

【受 益 者】・道路利用者、地域住民、民間事業者 

 

事業の進捗状況 

＜経過＞ 

① 事業採択年度 

② 事業着工年度 

③ 完成予定年度 

①H10年度 

②H10年度 

③R423重複区間：H30年度 

 （目標：H28年度） 

 箕面森町区間：未定 

①H10年度 

②H10年度 

③R423重複区間：H30年度 

 （目標：H28年度） 

 箕面森町区間：H32年度 

 （目標：H30年度） 

 

①H10年度 

②H10年度 

③R423重複区間：H30年度 

 箕面森町区間：R2年度 

 

＜進捗状況＞ 

・全体 10％ 

（9億円／104億円） 

・用地 21％ 

（4億円／19億円） 

・工事  4％ 

（3億円／83億円） 

※小数点第１位を四捨五

入 

［全事業区間］ 

・全体 18%(16.1 億円/92.4 億

円) 

・用地 28%(3.5億円/12.5億円） 

・工事 13%(10.1 億円/77.9 億

円) 

［国道 423号重複区間］ 

・全体 38％（16.1 億円／42.4

億円） 

・用地 100％（3.5 億円／3.5

億円） 

・工事 27％（10.1 億円／37.4

億円） 

［箕面森町区間］ 

・全体０％（0億円／50億円） 

・用地０％（0億円／9億円） 

・工事０％（0億円／40.5億円) 

［全事業区間］ 

・全体 99％（110.4億円／111.8億円） 

・用地 100％（13.9億円／13.9億円） 

・工事 91％（87.8億円／96.1億円） 

［国道 423号重複区間］ 

・全体 100％（53.5億円／53.5億円） 

・用地 100％（3.5億円／3.5億円） 

・工事 100％（48.7億円／48.7億円） 

［箕面森町区間］ 

・全体 98％（56.9億円／58.3億円） 

・用地 100％（10.4億円／10.4億円） 

・工事 82％（39.1億円／47.4億円) 

 

事業の必要性等に

関する視点 

新名神高速道路の箕面とどろみ ICや箕面有料道路から「箕面森町」へのアクセス道路として、

地域間連携・交流、物流の効率化に資する本事業の必要性に変化はない。 

全体の 99％が完了していることから、引き続き残区間の事業を進める。 

３事業の進捗の見込みの視点 

事業の進捗の 
見込みの視点 

国道 423号重複区間、箕面森町区間は、新名神高速道路にあわせて供用開始しており、残る

工事についても令和 2年度を目途に完了する予定である。 

 

４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

コスト縮減や代替

案立案等の可能性

の視点 

国道 423号重複区間、箕面森町区間は既に供用済みであり、残る工事は仮設道路の撤去のみ

となっていることからコスト縮減や代替案立案の余地はない。 

５特記事項 

自然環境等への 

影響とその対策 

国道 423号重複区間、箕面森町区間では、切土法面が発生する箇所は既存の植生種を利用す

るなど、当該道路周辺の生態系を乱さないよう緑化対策について検討を行い、植生の回復に

努めた。 

前回評価時の意見

具申と府の対応 
－ 

上位計画 
・大阪府都市整備中期計画（案）H28.3 

 

その他特記事項  

６対応方針（原案） 

評価結果 

 国道 423 号重複区間、箕面森町区間は、Ｈ31.3 月に供用済みであり、事業進捗も 9 割を

超えているため、早期事業完了を目指し、事業を継続する。 
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